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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年１月１４日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２０年１２月２４日 ０１時１５分ごろ 

発生場所 北海道松前町 江
え

良
ら

漁港西方沖 

 江良港島防波堤灯台から真方位２８３°２.２海里付近 

（概位 北緯４１°３３′ 東経１３９°５６′） 

事故調査の経過 平成２０年１２月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 長
ちょう

寿
じゅ

丸、１９.５１トン 

ＨＫ２－２０８３１（漁船登録番号）、個人所有 

１６.５０ｍ（Lr）×３.７５ｍ×１.３５ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、５２５kＷ、昭和５４年３月２６日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４７歳 

一級小型船舶操縦士 

免許登録日 昭和５４年１０月３０日 

免許証交付日 平成１８年１月２３日 

（平成２３年７月２５日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損 

 事故の経過 

 

 本船は、平成２０年１２月２３日２３時３０分ごろ、船長ほか甲板員１

人が乗り組み、いか釣り漁の目的で、北海道松前町江良漁港を出港し、江

良漁港西方沖の漁場に至って操業を始め、漁獲物の箱詰め作業中、翌２４

日０１時１５分ごろ江良港島防波堤灯台から真方位２８３°２.２海里付近

で、機関室からの異臭に気付き、機関室入口ドアから内部を見たところ、

煙が充満していた。 

船長は、僚船に電話で救助を求めるとともに、消火器による消火を試み

ようとしたが、火勢が増したため、船首部に避難し、来援した僚船に甲板

員とともに救助された。 

本船は、乗組員が救助された後、連絡を受けて駆けつけた巡視船が消火

活動を行ったものの、沈没した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 西北西、風速 ７.３m/s 

海象：平穏 

 その他の事項  進水後、３０年が経過していた。 

 平成２０年８月ごろ、主機の燃料高圧管にき
．
裂が発生し、燃料が霧状に

噴出したことがあった。 
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 機関室内に集魚灯安定器が設置されており、過去に何回か配線に短絡が

生じ、発火したことがあるが、いずれも火災には至らなかった。 

 過去に安定器の電気配線が擦れたため、一部の配線を取り替えたことが

あった。 

 機関室内の壁や天井に、自動消火器（自動的に破裂して火災を消火する

消火器）が３個、設置されていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

なし 

機関室から出火したものと考えられるが、その

原因は明らかにすることができなかった。 

原因 本事故は、本船が江良漁港の西方沖において漁獲物の箱詰め作業中、機

関室から出火したため、発生したものと考えられる。 

 




